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鉦
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ｌ
想
さ
れ
る
畜
産
．
果
樹
、
ソ
菜

等
を
と
り
入
れ
た
農
業
経
営
を

薑
蕊
謹

《
菫
忌
め
に
農
業
経

《
哉
墓
婆
”

》
蝉
一
回
幸
い
ま
ま
で
の
よ

そ
こ
で
農
業
経
営
の
し
く
み
を

改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
経
営
規
模
を
拡
大
す

る
と
共
に
土
地
改
良
（
区
画
整

理
）
や
農
地
の
集
団
化
を
行
い

農
道
を
広
く
し
、
農
業
の
生
産

基
盤
の
整
備
を
行
い
、
労
力
削

減
し
、
生
産
を
増
大
さ
せ
る
、

◎
農
業
構
造
改
善
事
業
の
特
徴

㈹
、
土
地
改
良
等
の
事
業
、
機

械
、
施
設
を
と
り
入
れ
る
場

合
は
共
同
で
行
う
。

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
農

地
の
移
動
は
緩
和
さ
れ
ま
し
た

行
い
、
所
得
を
高
め
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

：
が
、
地
価
か
高
い
、
農
家
個
々

の
資
本
蓄
積
が
少
い
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
は

困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
個
々
の

農
家
で
大
型
機
械
の
導
入
も
む

ず
か
し
い
の
で
、
ど
う
し
て
も

グ
ル
ー
プ
（
共
同
）
で
近
代
的

な
施
設
、
装
備
を
も
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
、
こ
の
よ
う
な

共
同
で
行
う
事
業
、
施
設
に
対

し
て
補
助
が
行
わ
れ
ま
す
。

口
、
地
域
に
適
し
た
作
目
（
基

幹
作
目
）
を
選
び
主
産
地
化

を
目
指
す
。

い
く
ら
安
い
費
用
で
生
産
さ

れ
て
も
、
販
売
が
有
利
に
行
わ

れ
な
け
れ
ば
、
所
得
の
増
大
に

は
な
り
ま
せ
ん
、
こ
れ
か
ら
の

農
家
は
個
々
の
農
家
が
思
い
思

い
の
も
の
を
作
ら
ず
、
地
域
の

実
態
に
応
じ
た
、
今
後
伸
ば
そ

う
と
す
る
作
物
を
選
び
、
部
落

ぐ
る
み
で
大
量
生
産
を
行
う
と

共
に
、
品
質
、
規
格
を
統
一
し

計
画
的
に
出
荷
し
、
有
利
に
販

売
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
、

地
域
に
適
し
た
作
物
や
家
畜
を

選
び
（
基
幹
作
目
）
こ
の
作
目

を
中
心
に
し
て
農
業
経
営
の
し

く
み
を
改
め
る
た
め
に
、
必
要

な
事
業
を
行
い
ま
す
。

例
、
こ
の
事
業
は
三
年
間
で
実

施
し
ま
す
。
高
萩
市
地
域
の

事
業
費
総
額
は
九
千
八
百
万

円
で
す
。

目
、
地
区
を
中
心
に
し
て
事
業

の
効
果
を
高
め
る
。

’
こ
の
事
業
は
綜
合
的
な
事
業

霞|
’

事業

9800万円

総

「消
防
出
そ
め
式
盛
大
に

記
名
に
感
謝
状
、
記
念
品
を
送
る

融資単独事業費
300万円

補助事業
6800万円

賃｜ ’
’

で
あ
り
左
す
が
財
政
的
な
ワ
ク

が
あ
る
の
で
市
内
今
城
と
、
い

う
わ
け
に
は
ゆ
き
篭
せ
ん
、
立

地
条
件
、
土
地
利
用
状
況
，
水

利
系
統
、
営
農
型
態
か
共
通
し

て
い
る
灰
域
で
綜
合
的
に
実
施

ざ
れ
窪
す
。

以
卜
農
業
構
造
改
喜
事
業
の

受益者負担
50ﾂら

340J万円

農業構造改
善事業朧進
資金を利用

補助額
50％
3400万円

l鳶蕊鱸1!j｣鑿蕊

’
70％まで補
助ｳ乱受けら
，れます ゞ，

－
Ｉ

融
ら
で
け
ま
受
す

％
が
ま

釦
資
れＩ講習’

す ノ

ね
ら
い
や
特
徴
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、
要
は
体
質
の
改
善

を
し
て
、
労
仇
力
を
合
閏
的
に

活
用
し
、
所
得
の
増
大
を
は
か

り
他
産
業
に
お
と
ら
な
い
、
豊

か
な
く
ら
し
が
営
ま
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
経
営
の

〃
し
く
柔
〃
穿

改
め
る
こ
と
で

す
。

一
月
八
日
恒
例
の
消
防
出
そ

め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
こ
の

席
上
次
の
方
々
に
感
謝
状
及
び

記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

◎
退
職
団
員
に
感
謝
状
及
記
念

品
贈
呈
者

鈴
木
清
収
、
高
橋
寿
三
郎
、

福
田
新
吉
、
沼
田
浩
、
安
島

松
夫
、
圷
和
久
、
飯
田
武
、

沼
田
喜
一
、
黒
沢
隆
、
皆
川
文

夫
、
小
野
捨
巳
、
長
久
保
省
三

長
久
保
源
司
、
小
野
博
、
広
木

重
信
、
佐
川
正
、
佐
川
勝
次

豊
田
徳
夫
、
佐
川
利
弘
、
大
森

三
之
助
、
鈴
木
道
重
、
鈴
木
守

◎
｜
永
年
勤
続
消
防
団
員

鈴
本
永
造
、
渡
辺
義
夫
、
佐

川
安
応
、
松
本
健
一
郎
、
神
永

文
雄
、
豊
田
宏
、
松
本
満
利
、

佐
川
順
一
郎
、
鈴
木
直
枝
、
大

津
正
一

◎
消
防
以
外
の
功
労
者

高
萩
市
オ
ニ
分
団
消
防
後
援

会
長
大
和
田
知
之

◎
消
防
団
員
以
外
の
功
労
者

大
好
雄
、
江
尻
光
昭

◎
消
防
功
績
団
体
表
彰

高
萩
市
消
防
団
才
十
分
団

◎
感
謝
状

国
鉄
高
萩
機
関
区
長河
原
潔

国
鉄
高
萩
機
関
区

″
大
松
辰
児

″
下
山
田
行
雄
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②
自
分
の
名
前
が
言
え
る
、
書

け
る
、
読
め
る
こ
と
。

③
〈
イ
、
イ
イ
エ
の
意
志
表
示

が
で
き
る
こ
と
。

④
〈
ン
カ
チ
、
ち
り
紙
の
使
い

方
と
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

⑤
自
分
で
洋
服
の
脱
着
が
で
き

て
、
用
便
が
た
せ
る
こ
と
。

な
ど
の
社
会
生
活
で
の
基
礎

さ
せ
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

①
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
こ
と
。

■
小
学
校
入
学
前
の
準
備

こ
の
ご
ろ
ば
大
半
の
子
ど
も

が
、
幼
稚
園
課
程
を
経
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
新
入
学
と
い
っ

て
も
以
前
ほ
ど
心
配
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
最
底
つ
ぎ
の
よ

う
な
こ
と
だ
け
は
、
身
に
つ
け

児
童
が
す
こ
や
か
に
生
れ
、

育
て
る
こ
と
の
出
来
る
基
盤
は

母
性
の
保
護
と
適
切
な
育
児
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て

昭
和
四
十
年
度
よ
り
、
母
子
保

健
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ

る
母
子
栄
養
強
化
事
業
が
と
り

上
げ
ら
れ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
及
び
県
の

定
め
る
母
子
栄
養
食
品
支
給
要

綱
に
基
き
、
市
町
村
が
実
施
主

体
と
な
り
、
母
子
栄
養
の
改
善

貧
し
い
家
庭
の
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に

Ⅱ
Ⅱ
牛
乳
を
無
償
で
支
給
Ⅱ
Ⅱ

を
目
的
と
し
て
、
姫
産
婦
及
び

乳
幼
児
に
対
し
て
、
牛
乳
又
は

粉
乳
を
無
償
で
支
給
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
趣

旨
に
基
い
て
、
今
年
一
月
一
日

よ
り
該
当
世
帯
を
対
象
に
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

支
給
の
基
準
は
、
一
人
一
日

当
り
牛
乳
一
本
、
又
は
希
望
に

よ
り
粉
乳
を
牛
乳
の
一
本
相
当

分
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。【
支
給
の
範
囲
】
は
生
活
保
護

を
教
え
て
お
け
ば
十
分
で
す
。

■
新
入
学
児
童
の
衣
服
計
画

新
入
学
児
童
の
衣
類
の
才
一

条
件
は
着
た
り
ぬ
い
だ
り
し
や

す
い
こ
と
で
す
、
ま
た
、
ズ
ボ

ン
は
お
し
っ
こ
が
し
や
す
い
よ

う
に
く
ふ
う
し
て
や
る
こ
と
も

た
い
せ
つ
で
す
。

矛
二
は
夏
以
外
の
季
飾
の
移

り
変
わ
り
を
、
上
着
で
調
節
で

き
る
よ
う
に
、
男
女
児
と
も
セ

パ
レ
ー
ツ
に
し
て
二
、
三
枚
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

矛
三
は
、
育
ち
ざ
か
り
な
の

で
、
多
少
高
く
て
も
、
じ
ょ
う

ぶ
な
生
地
で
、
た
け
を
た
っ
ぷ

り
長
く
着
せ
る
の
も
一
方
法
、

世
帯
、
又
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
帷
産
婦
及
び
一
才
未
満
の

乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま
す
が

支
給
期
間
は
妊
婦
六
ケ
月
以

内
、
産
婦
は
産
後
三
ヶ
月
、
乳

幼
児
は
生
後
四
ヶ
月
よ
り
、
九

ヶ
月
間
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。該
当
者
で
受
給
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
役
所
保
険
衞
生
課

へ
、
母
子
手
帳
を
持
っ
て
直
接

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
安
い
化
繊
で
、
い
た
ん
だ

ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
く
作
っ
て

や
る
の
も
一
方
法
、
そ
れ
ぞ
れ

家
計
と
考
え
合
わ
せ
て
計
画
を

立
て
る
こ
と
で
す
。

■
学
用
品
の
準
備

学
用
品
は
消
耗
品
で
す
か
ら

初
め
か
ら
あ
ま
り
高
価
な
も
の

し
る
Ｂ
か
２
Ｂ

の
や
わ
ら
か
い
も
の
、
ノ
ー
ト

プ
ヅ
ク
は
無
地
の
も
の
で
、
な

ん
で
も
書
け
る
も
の
が
よ
い
よ

う
で
す
、
教
科
書
は
学
校
で
指

示
し
て
く
れ
ま
す
、
新
し
い
本

に
カ
バ
ー
な
ど
し
な
い
こ
と
、

子
ど
も
は
表
紙
で
、
本
を
区
別

し
ま
す
。

は
買
わ
な
い
こ

と
で
す
。
鉛
筆

は
Ｈ
Ｂ
よ
り
む

老
人
ク
ラ
ブ
を

つ
く
り
ま
よ
し
う
／

老
人
が
自
主
的
に
会
合
を
持

っ
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い

楽
し
ゑ
な
が
ら
教
養
を
身
に
つ

け
よ
う
ど
努
力
し
て
い
る
「
老

人
ク
ラ
ブ
」
活
動
も
年
ご
と
に

盛
ん
に
な
り
、
現
在
高
萩
市
に

も
四
つ
の
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
集
り
を
地
域
の
方
々

全
体
が
協
力
し
て
、
よ
り
い
っ

そ
う
育
て
て
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
叉
、
こ
の
よ
う
な
集

り
の
出
来
な
い
地
域
は
、
関
係

者
の
協
力
に
よ
り
一
日
も
早
く

つ
く
っ
て
あ
げ
市
内
の
お
と
し

よ
り
、
だ
れ
も
が
明
る
い
老
後

を
過
さ
せ
る
よ
う
ご
協
力
方
お

願
い
し
ま
す
。

会
員
の
年
令
は
お
上
む
ね
六
十

才
以
上
で
五
十
人
程
度
で
一
つ

の
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
会
員
に
よ

っ
て
民
主
的
に
定
期
的
に
運
営

ざ
れ
運
営
基
準
に
あ
っ
た
ク
ラ

ブ
に
は
年
間
一
八
○
○
○
円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
福
祉
事
務
所

に
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

改
正
さ
れ
た
配
給
米

の
新
価
格

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
こ
と
し
の
正
月
か

ら
配
給
米
の
茜
類
と
価
格
が
変

り
ま
し
た
。

配
給
米
の
種
類
は
、
昨
年
ま
岬
も
喝
…
。
、
“
．
う
、
３時

蕊
撰
碧
基
誕
職

一
踊
端
恥
雄
唖
聖
計
卜
郵
吟
調
一
基
》
》
》
諦
率
諦

三
品
目
と
な
り
ま
し
た
。

れ
て
い
主
す
。
蹄
お
ぞ
圏
雪
．
、
●
”
、
，
“
、
に
と
と

■
■
丘
臥
セ
ヨ
■
ユ
ゴ
ダ
ヒ
■
毎
巳
矼
ふ
む
甦
占
ｐ
色
、
凸
■
守
罫
瓦
込
呂
芦
ｑ
、
〃
■
、
口
夕
込
且
垂
■
、
毎
■
い
丘
”
ｕ
も
ご
ｐ
亜
再
〃
垂
■
毎
■
可
凸
ウ
廷
己
”
平
■
■
■
廷
ご
Ｐ
、
■
宙

上
米
扣
キ
ロ
》

険

憲

一
、
二
○
五
円
《

並
米
〃

》

保

〉

一
、
三
〈
五
円
》
，
）

九
七
○
円
》
庭
の
易

徳
用
米
〃
》
Ｉ

費
悪
騨
灘
鱸
嚥
鰕
簡
一

目
別
の
割
合
は
、
次
出
る
羽

の
と
お
り
で
す
。
《
か

上
米
’
五
○
％
《
ぁ

０
【

並
米
’
四
九
％
酔

鴬

徳
用
米
’
一
％
で
》》

す
。

》

種痘検診のお知らせ

’
' と こ ろ 種別 ｜ 時間

一期種痘|糯~23ロ

月日

3月9日

〃10日

松岡地区

痘
生

〃
蝿
学
一
入

一
一
辞
一
×
一

’東小帥区 nn～？q「
UU とqU賂

"'5E衞諦麓炉
■
■
ｇ
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
１
１
ｊ
６
Ⅱ
■
Ⅱ
■
可
１
１
‐
■
■

釦

叩

叩

。
◆
３
２
２

－
一
一

０
０
０

０
０
０

１

１松岡地区 種痘検診

味： 東小地区 ｜ 〃

－

１

１

０
３

２
３
－
－
０
０
０
０

"'8E|Z峰会館一一| 〃 」

,22口|桶而溌戸|蕊警詮’
"23日横川､上､下君田'一期種痘 | 、30～3．30

I

種痘検診i '30~3301〃301昌
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市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

受
付
期
間
３
月
１
日
か
ら
旧
日
ま
で

市
内
高
浜
町
三
丁
目
に
建
設
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
族
一
人
に
つ
き
二
千
円
を
控

中
で
し
た
市
営
住
宅
十
四
戸
が
除
し
た
額
が
二
万
円
以
下
で

。
申
込
み
資
格
は
あ
る
こ
と
。

完
成
し
“
三
月
一
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
市
役
所
建
設
課
で
①
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

入
居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
務
先
を
有
し
、
現
在
住
宅
に
⑤
申
込
書
に
は
次
の
書
類
を

添
付
し
て
本
人
叉
は
家
族
の

二
戸
当
月
額
家
賃
は
約
三
千
困
っ
て
い
る
方
。

方
が
建
設
課
へ
申
込
桑
下
さ

円
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
、

い
●

こ
の
市
営
住
宅
は
オ
ニ
種
プ
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
㈹
源
泉
徴
収
票
叉
は
給
与

レ
ハ
ブ
、
四
戸
、
木
造
平
家
建
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
証
明
書

十
戸
、
一
戸
当
り
約
九
、
六
坪
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
㈲
市
税
納
税
証
明
書

で
室
数
は
、
プ
レ
ハ
◆
フ
が
四
、
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
価
婚
約
者
は
婚
約
証
明
書

目
主
要
食
糧
購
入
通
帖
を

五
畳
二
室
、
木
造
平
家
建
の
方
他
婚
約
者
も
含
む
）
が
あ
る

提
示
下
さ
い
。

が
四
、
五
畳
と
六
畳
の
二
室
に
③
入
居
の
申
込
を
し
た
日
の

な
お
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
前
月
か
ら
過
去
一
ヶ
間
の
所
た
ら
建
設
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ

入
浴
所
、
台
所
‐
便
所
等
が
設
得
の
平
均
月
収
か
ら
扶
養
親
い
。

写真は商浜町3丁目に完成した市営住宅

満
二
十
才
に
達
し
た
人
で
、

い
ま
だ
に
何
れ
の
年
金
に
も
加

入
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
、

会
社
な
ど
を
退
め
て
、
厚
生
年

金
か
ら
離
退
し
た
人
な
ど
は
、

全
部
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
こ
の
よ
う

な
人
は
急
い
で
印
鑑
を
持
っ
て

加
入
届
を
し
て
下
さ
い

加
入
？
脱
退
．
住
所
変
更
等

の
届
は
、
そ
の
都
度
届
出
で
な

い
と
、
意
外
な
損
失
を
招
く
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
届
出

て
下
さ
い
。

◎
保
険
料
は
お
忘
れ
な
く

滞
納
し
て
い
る
と
年
金
の
支

給
に
該
当
し
て
も
支
給
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
時
効
に
よ
り
失
権

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
、
不
利
に
な
り
ま
す
、
ど
う

か
お
忘
れ
な
く
納
め
て
下
さ
い

J

これだけは忘れません
確定申告期間2月16日－3月15日

》
ｑ
■
■
■
も
４
才
Ｇ
Ｅ
〃
込
邨
卓
日
、
”
Ｆ
、
の
〃
ロ
ー
ム
■
、
“
■
込
勾
〃
巳
可
■
け
も
毎
Ｆ
Ｌ
》

》
自
衛
隊
募
集
耐

ロ
ｄ
■
且
ロ
グ
、
■
壁
虫
■
■
■
も
Ｄ
ご
こ
げ
Ｆ
低
■
丘
汀
も
ｇ
Ｆ
も
口
々
■
ｂ
■
Ｆ
も
■
ｐ
Ｌ
１
Ｆ
》

若
さ
と
希
望
に
み
ち
た
青
年

時
代
に
、
尊
い
体
験
と
し
て
、

意
義
あ
る
自
衛
隊
で
の
生
活
に

よ
っ
て
立
派
な
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
を
作
つ
て
お
き
ま
し
よ

員
ノ
。
◎
応
募
の
条
件
Ⅱ
Ⅱ
満
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
男
子

◎
試
験
Ｉ
Ⅱ
中
学
校
卒
業
程

度
の
筆
記
試
，
口
述
試
、
身

体
検
査

◎
待
遇
Ⅱ
Ⅱ
初
任
給
一
万
四

三
月
二
十
二
日
ま
で
に
市
県

民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

本
年
の
一
月
一
円
現
在
市
内

に
牛
所
が
あ
る
人

◎
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

人
給
与
所
得
者
（
給
与
支
払
者

が
提
出
す
る
給
与
支
払
報
告

壱碧

ご ’1＝｡IF‘,. ､ざ. 、 .､. .ご. ､．

進蕊避
藏;識
bpo ワー.●ダ･ ･". ● FD pP.●づ･､夕P

諺溌
漂驚た鴬

慧雛’
議墳
ざ･ざ･さ･､， ｡､ﾛ ロ｡■ ･も も も も
ロ ゥ グ タ タ ニ ”■ロ｡■ ■~●①”｡■
*づり■”■寺少■■ごP F”ﾛ●卸■ ■毎･■凸 哉 の

q 凸■心●碑①ロロ■④今g ･●D Q少凸 ■夕■■毎･ ロゴ0｡卓
凹 ･ も こ ‐ 口 、 一 毛 毛

←

4．

÷
ｿ

れ

ナ．

の
ツ

｝

~アヘヘ

（＝
、
ぐ
う
嫁

、
、
一
一
〆

）
ま
っ
た

－
ん
と
は
ホ
ー
シ
か

‐
“
罰
雲
荊
い
婦
帰
岬
忍
べ
一

千
百
円
、
手
の
他
手
当
、
衣

服
、
食
事
は
無
料

◎
申
込
Ⅱ
Ⅱ
い
つ
で
志
受
付

け
て
お
り
ま
才
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
叉

は
次
の
自
衛
隊
相
談
所
長
さ
ん

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

市
内
の
自
衛
隊
相
談
所
長
さ

ん
は
次
の
方
勾
で
す
。

○
川
松
義
彦
（
有
明
町
三
丁
目

五
三
）
○
棚
谷
立
夫
（
大
字
秋

山
二
四
四
）
○
鈴
木
光
一
（
大

字
上
手
綱
一
七
四
七
）
Ｏ
豊
田

四
郎
次
（
上
君
田
四
八
八
）
○

鈴
木
猷
（
下
君
田
七
八
）

〃
自
衛
隊
は
君
を

待
っ
て
い
る
〃

書
に
記
載
さ
れ
た
者
）
で
前

年
中
に
給
与
以
外
の
所
得
が

全
然
な
か
っ
た
人
、
た
だ
し

医
療
費
や
雑
損
の
控
除
を
う

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別

に
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
〃申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
で
期
限
ま
で
に
申
告
書
を

提
出
し
な
か
っ
た
人
は
、
基
礎

控
除
以
外
の
諸
控
除
が
認
め
ら

7r↓

こ

オと

幸一

ノー

け －

は
豈省〒
f－、

オL

ん
星

た
め
ね
え
獄
邦
芦
需
Ⅳ
恥
弧

”
↑
峰
吋
Ｉ
．
雑
Ⅲ 特

別
給
付
金
が

時
効
に
な
り
ま
す

昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
施

行
さ
れ
、
支
給
さ
れ
て
い
る

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
、
二
十
万
円
の
国

債
で
、
一
年
間
に
二
万
円
寺
給

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
請
求
が
こ

と
し
の
三
月
三
十
一
日
で
時
効

に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
申
し
出

が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
を
う

け
ろ
権
利
が
雄
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い

か
た
は
、
い
そ
い
で
市
福
祉
事

務
所
社
会
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

れ
ま
せ
ん

申
侍
書
、
説
明
書
、
日
程
表

は
お
手
も
と
に
配
布
し
主
し
た

か
ら
記
入
の
う
え
三
月
二
十
二

日
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
下
さ

い◎
所
得
税
（
税
務
署
）
の
申
告

は
三
月
十
五
日
ま
で
、
事
業
税

（
県
税
事
務
所
）
の
申
吾
は
三

月
二
十
二
日
ま
で
に
提
出
し
て

下
さ
い

グハ

桑
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LL瞳ﾉ

I

433



市報た (4）はか ぎ昭和41年3月1日発行

ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ

国
際
ケ
ネ
デ
ー
空
港
は
真
昼

の
様
に
電
光
が
輝
や
い
て
い
た

こ
の
飛
行
場
に
は
百
を
数
え
る

航
空
会
社
が
発
着
の
権
利
を
持

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
も
最
大

の
飛
行
場
で
あ
る
。
私
等
は
ス

イ
ス
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
百
八
十
人
乗

り
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
飛
行
機
に

乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
発
の
時
間
が
お
く
れ
て
十

時
半
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大

陸
と
も
こ
れ
で
お
別
れ
で
あ
る

機
は
真
の
階
を
東
へ
東
へ
と
進

む
。
機
内
で
は
ア
メ
リ
カ
旅
行

中
印
象
に
残
っ
た
事
や
、
国
情

な
ど
を
話
し
合
っ
て
な
か
な
か

眠
れ
な
い
。
約
三
時
間
も
す
ぎ

た
と
思
う
頃
夜
は
し
ら
じ
ら
と

明
け
は
じ
め
た
。
午
前
二
時
に

は
あ
か
ノ
、
と
太
陽
の
昇
る
の

が
見
え
る
。
こ
れ
は
時
差
が
五

時
間
あ
る
の
で
、
す
で
に
朝
の

七
時
で
あ
っ
た
。

ひ
ろ
ひ
ろ
と
し
た
市
街
、
見

渡
す
か
ぎ
り
の
放
牧
地

グ
ラ
ス
ゴ
ー
飛
行
場
に
下
り

た
の
が
七
時
半
で
税
関
で
型
の

如
く
検
閲
を
う
け
た
。
こ
の
際

係
員
よ
り
日
本
の
カ
メ
ラ
は
売

ら
ぬ
様
に
と
の
注
意
を
う
け
た

察
す
る
に
日
本
の
カ
メ
ラ
は
相

当
の
高
値
で
売
ら
れ
る
こ
と
が 市

長
安
村
篤

立
証
さ
れ
た
。
空
港
に
は
す
で

に
市
役
所
か
ら
職
員
二
人
が
出

迎
え
に
出
て
い
た
の
で
直
に
バ

ス
に
乗
り
こ
ん
だ
。
は
じ
め
て

ゑ
る
イ
ギ
リ
ス
、
地
図
で
承
る

と
日
本
の
本
土
よ
り
小
さ
い
の

で
道
路
、
耕
地
、
住
宅
等
も
せ

ま
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
す
べ
て
が
広
々
と
し

て
い
た
。
空
港
よ
り
グ
ラ
ス
ゴ

ー
市
ま
で
一
時
間
の
あ
い
だ
耕

地
は
な
く
見
渡
す
か
ぎ
り
の
放

牧
地
、
住
宅
が
占
鮮
と
あ
る
の

み
、
丁
度
カ
ナ
ダ
を
思
わ
せ
る

風
景
で
あ
る
。
放
牧
地
に
は
牛

が
数
頭
あ
ち
こ
ち
に
群
を
な
し

い
と
も
の
ん
び
り
と
草
を
は
ん

で
平
和
の
秋
を
楽
し
ん
で
い

ヲ
（
轡
○

グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
役
所
を
訪
問

壮
厳
な
市
庁
舎

市
役
所
で
は
市
長
が
我
を
一

行
を
待
っ
て
い
た
。
市
長
に
面

会
し
て
先
づ
コ
ー
ヒ
ー
が
で
た

一
晩
眼
む
ら
ず
疲
れ
た
身
に
、

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
ま
た
か

く
別
で
一
行
は
舌
つ
Ｌ
み
を
打

っ
た
・
市
庁
舎
は
い
ま
か
ら
約
二
百

年
前
に
建
て
た
石
造
で
各
室
の

大
理
石
に
は
名
あ
る
彫
刻
師
が

腕
を
競
っ
て
き
ざ
ん
だ
花
鳥
や

人
物
が
い
き
い
き
と
生
物
そ
の

も
の
の
様
に
飾
っ
て
あ
り
、
そ

し

【六】

一
七
○
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
王
国
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

国
が
合
併
．
今
日
の
イ
ギ
リ

ス
と
な
る

市
長
は
グ
ラ
ス
・
コ
ー
の
沿
革

歴
史
に
つ
い
て
詳
細
に
話
さ
れ

た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
ス
コ
ン
ト

ラ
ン
ド
王
国
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
国
が
永
年
抗
争
を
続
け
て
来

た
が
、
一
七
○
七
年
両
王
国
は

合
併
し
、
そ
の
後
幾
変
遷
あ
っ

た
が
、
現
在
の
連
合
国
と
な
っ

た
の
で
あ
っ
て
、
昔
の
争
っ
た

し
こ
り
は
未
だ
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
は
人
口
百
九
万

の
大
都
市
で
あ
る
。
職
員
の
案

内
で
市
内
を
見
物
し
た
が
、
早

く
き
り
上
げ
て
宿
舎
に
入
っ
た

ホ
テ
ル
に
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト

姿
の
い
か
め
し
い
人
が
い
る
。

こ
の
人
は
な
ん
の
こ
と
は
な
い

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。
夜

は
市
長
か
ら
．
〈
－
テ
イ
に
招
か

れ
た
。
い
ず
れ
も
立
食
。
ハ
ー
テ

ー
で
あ
る
が
、
は
じ
め
は
十
人

位
で
我
衣
を
歓
待
し
た
が
、
次

々
に
人
数
が
増
し
て
来
て
二
十

人
以
上
の
人
か
集
ま
っ
て
来
た

話
題
は
政
治
、
経
済
、
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
の
結
び
つ
き
に
ま
で

話
が
は
ず
み
な
か
な
か
つ
ぎ
な

の
眩
ら
ん
さ
は
寺
院
や
博
物
館

も
及
ば
ぬ
程
の
壮
巌
さ
で
あ
る

室
内
に
は
、
す
で
に
テ
レ
ビ
会

社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
カ
メ
ラ
の

放
列
を
し
い
て
い
て
、
我
女
一

行
を
う
つ
し
た
、
こ
の
写
真
は

夜
の
番
組
で
放
送
さ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
人
口
は
八
三
五

万
、
欧
州
第
一
の
古
都

グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
ロ
ン
ド
ン
間

は
一
時
間
の
飛
行
で
あ
る
。
ロ

ン
ド
ン
の
歴
史
は
古
く
、
今
か

ら
二
千
年
前
、
シ
ー
ザ
ー
の
指

揮
す
る
ロ
ー
マ
軍
の
浸
入
に
は

じ
ま
っ
た
。
彼
等
は
こ
の
地
を

中
心
に
八
方
を
開
拓
し
、
道
路

城
砦
を
き
ず
い
た
の
が
基
と
な

り
急
激
に
発
展
し
、
十
一
世
紀

に
イ
ギ
リ
ス
芽
征
服
し
た
ノ
ル

マ
ン
デ
イ
公
ウ
イ
リ
ア
ム
が
こ

の
地
に
居
城
を
築
い
て
か
ら
、

特
に
一
七
世
紀
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
の
治
世
に
は
大
英
帝
国
と
な

っ
て
発
展
し
た
。
現
在
八
三
五

万
の
人
口
を
擁
し
、
イ
ギ
リ
ス

最
大
の
港
で
。
商
工
業
の
中
心

地
で
あ
る
。

私
等
は
、
日
本
名
穿
鵜
里
ヘ

ン
リ
と
呼
ぶ
婦
人
（
主
人
は
神

戸
で
紡
績
会
社
を
経
営
）
の
案

内
で
市
内
を
見
物
し
た
。
各
商

店
は
ウ
イ
ン
ド
ー
の
飾
り
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
表
を
通
っ
て

も
あ
り
あ
り
と
商
店
が
な
ん
で

あ
る
か
が
す
ぐ
に
わ
か
る
。
街

は
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
様
に
高
層

な
建
物
は
な
い
が
、
整
然
と
し

て
欧
州
オ
ー
の
古
都
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

バ
ヅ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の
衛
兵

の
交
替
を
見
学

〃
赤
い
と
ん
が
り
帽
の
制
服

を
つ
け
〃

い
、
疲
れ
て
い
な
が
ら
も
相
当

の
時
間
を
す
ご
し
た
。
日
本
人

に
対
す
る
好
感
に
は
感
激
し
た

午
前
十
一
時
半
か
ら
十
二
時

ま
で
の
間
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

殿
の
衛
兵
の
交
替
が
あ
る
。
こ

の
行
事
は
古
式
に
の
っ
と
り
厳

し
ゆ
く
で
あ
る
の
で
車
を
走
ら

せ
た
。
宮
殿
の
周
辺
に
は
こ
の

式
を
ゑ
ん
も
の
と
、
各
国
人
が

数
千
人
集
ま
っ
て
い
る
の
で
容

易
で
な
い
。
漸
く
人
波
を
か
き

わ
け
て
中
に
入
り
そ
の
様
を
み

る
。
実
に
厳
し
ゆ
く
で
あ
る
。

一
個
中
隊
位
の
兵
士
が
銃
剣
つ

き
で
赤
い
と
ん
が
り
帽
の
制
服

を
つ
け
て
ひ
き
つ
ぎ
の
式
を
や

っ
て
い
る
、
か
く
し
て
宮
殿
を

守
る
わ
け
で
あ
る
。
私
は
こ
の

式
を
見
て
、
我
日
本
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
、
う
た
に
寒
心
に
堪

え
ぬ
思
い
が
し
た
。
こ
の
時
、

エ
リ
ザ
・
ヘ
ス
女
王
は
カ
ナ
ダ
に

旅
行
中
で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
は

新
国
旗
制
定
問
題
で
、
フ
ラ
ン

ス
人
系
と
イ
ギ
リ
ス
人
系
と
の

間
で
す
っ
た
も
ん
だ
の
騒
ぎ
を

お
こ
し
て
い
た
。
女
王
が
デ
モ

に
と
り
囲
ま
れ
た
こ
と
を
聞
き

イ
ギ
リ
ァ
．
国
民
は
女
王
の
御
身

券
案
じ
て
ひ
た
す
ら
御
安
泰
を

神
に
祈
っ
て
い
た
。
実
に
主
君

を
敬
い
、
国
を
愛
う
点
に
は
感

激
し
た
。

世
界
一
発
達
し
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
の
社
会
保
障
制
度

イ
ギ
リ
ス
国
会
は
上
院
一
○

八
名
、
下
院
六
三
○
名
か
ら
な

り
、
貴
族
制
度
は
厳
然
と
守
ら

れ
て
い
る
、
し
か
し
貴
族
の
族

籍
を
有
す
る
も
の
は
、
下
院
に

対
し
選
挙
権
も
被
選
挙
権
も
有

ロ
ン
ド
ン
を
後
に
バ
リ
ー
ヘ

私
等
は
ま
た
ロ
ン
ド
ン
を
後

に
一
気
に
。
〈
リ
ー
ヘ
飛
ん
だ
。

戦
史
で
名
高
い
ド
ウ
バ
ー
海
峡

は
曇
っ
て
視
界
が
き
か
ず
象
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
機
は

一
時
間
で
目
的
地
の
・
ハ
リ
ー
に

安
着
し
た
。
（
原
文
の
ま
ま
）

し
な
い
。
貴
族
が
下
院
に
出
馬

す
る
と
き
は
族
籍
を
ぬ
い
で
出

馬
し
な
け
れ
ば
な
ら
ら
い
。
イ

ギ
リ
ス
の
社
会
保
障
制
度
は
世

界
一
発
達
し
て
い
る
。
一
六
○

一
年
最
初
は
救
貧
法
で
あ
っ
た

が
、
一
九
一
二
年
に
は
国
民
健

康
保
険
が
導
入
さ
れ
、
更
に
一

九
四
二
年
・
ベ
ウ
ア
リ
ッ
ジ
計
画

が
発
表
さ
れ
一
九
四
八
年
か
ら

社
会
保
障
計
画
の
下
に
全
面
的

実
施
と
な
っ
た
。

保
障
制
度
を
分
類
す
る
と
保

険
、
教
育
、
住
宅
、
雇
傭
、
青

少
年
指
導
、
医
療
、
家
族
手
当

等
で
あ
る
、
そ
の
一
つ
二
つ
を

書
い
て
み
る
と
、
家
族
の
手
当

は
出
産
の
場
合
、
寡
婦
の
場
合

十
八
才
未
満
の
子
供
の
場
合
、

長
子
二
子
三
子
と
補
助
率
が
違

い
、
両
親
の
い
な
い
子
供
に

は
保
謹
手
当
、
退
職
年
金
は
男

六
五
才
、
女
六
○
才
で
あ
る
。

医
療
制
度
は
全
国
民
無
料
で
医

師
は
登
録
制
で
登
録
さ
れ
た
医

師
に
の
ゑ
患
者
は
か
か
る
わ
け

で
、
医
師
は
国
家
よ
り
手
当
を

受
け
る
の
で
あ
る
。
ほ
ん
の
概

要
た
け
て
あ
る
が
か
く
の
通
り

で
あ
る
。
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